
















An experimental study of the correlation or disassociation










































































































































































































































Ｒグループ 8 77.5 81.3 　3.8
Ｓグループ 7 85.7 88.6 　2.9























Ｒグループ 7 72.5 92.5 　20.0
Ｓグループ 8 72.9 78.6 5.7

















Ｒグループ 7 66.3 78.3 12.0
Ｓグループ 7 64.0 74.0 10.0




















Ｒグループ 8 74.0 95.0 21.0
Ｓグループ 7 75.7 92.9 17.2


























Ｒグループ 5 88.0 95.0 7.0
Ｓグループ 5 84.0 98.0 4.0
Ｃグループ 5 94.0 96.0 2.0
5 回目の両テストの差（ｂ－ａ）はＲグルー















Ｒグループ 5 90.0 96.0 6.0
Ｓグループ 5 78.0 84.0 6.0













Ｒグループ 5 76.0 94.0 18.0
Ｓグループ 5 80.0 84.0 4.0















Ｒグループ 5 78.0 88.0 10.0
Ｓグループ 5 86.0 92.0 6.0

















Ｒグループ 5 88.0 100.0 12.0
Ｓグループ 5 88.0 92.0 4.0










以上 9 回の実験を 2 年間に渡り実施してきた。
この間ゼミ学生も入れ替わり，違う環境で同種
の実験が実施されたことになる。
そして 9 回とも，プリントテストの平均
（ｂ）とヒアリングテストの平均（ａ）の差
（ｂ－ａ）はＲグループが最も大きく，Ｃグ
ループが最も少なくなるという結果が得られた。
このことによって，強制的に「返事」をするこ
とが，指導者の話した内容に対して「理解」を
必ずしも保証するものではないということが検
証されたことになる。むしろ指導者の話を理解
させるには「その場でノートを取らせる」こと
や「すぐにまとめられる環境を整える」方が効
果的であるということになる。
つまり高畑の指摘する通り，選手や部員たち
の「ハイ」という返事は，当人たちの「理解」
を前提にしたものではなく，条件反射的かつ習
慣的な行為であることが正しいと考えられる。
対人コミュニケーションにあっては，個人が呼
び止められた時に「反応」としての「返事」と
「理解」を確認するための「返事」がある。多
くのスポーツ場面で指導者等が求めている行為
は前者のものであって，後者ではないと考えら
れるが，それらを指導者自身も混同してしるこ
とは十分に考えられる。また先輩・後輩といっ
た上下関係において培われる伝統的風土もこれ
らの反応を同一化している要因として考えられ
る。
後者の場合，「ハイ」という返事の強制は，
レスポンスをすることやそのタイミングを図る
ことに意識が集中してしまい，話の内容を理解
するというところまで意識が及ばないものと考
えられる。
ただし，指導者の話に対して元気よく「返
事」をさせることが悪いということではない，
冒頭にも触れたように，社会的な行為としては
必要なものであり，実社会では「好ましい」態
度として評価されるものである。しかし，ロン
グミーティングなど，指導者の長時間にわたる
訓示や講話は，選手や競技者の「理解」という
側面に立てば，効果的ではないということであ
る。その意味で「理解させたい内容」である場
合は，「聞き手にその場でメモをとらせる」よ
うに環境を工夫した方が効果的であるというこ
とになる。
今回は，指導者による読み上げによって実験
を試みたが，問題を録音することで，同じ条件
による環境整備が容易になる。今後は問題の内
容精査を含め，録音での試みやグループの適正
規模等，実験の環境整備を工夫し実験の精度を
高めていく必要がある。
【付録】ゼミ実験問題（一部）と解答（例）
問題A
○①日本で一番高い山は富士山である。
○②江戸幕府を開いたのは徳川家康である。
×③日本で一番大きな湖は霞ケ浦である。
×④茨城県の県庁は土浦市にある。
×⑤アメリカの首都はニューヨークである。
×⑥一万円札の人物は野口英世である。
○⑦中国の首都は北京である。
×⑧沖縄県はアメリカの領土である。
20
×⑨横綱朝青龍は韓国人である。
×⑩東京都庁は上野にある。
問題Ｃ（重構造問題）
×①明治に「学問のススメ」を書いたのは早稲
田大学を創った福沢諭吉である。
×②Ｊリーグはプロのバスケットボールリーグ
として活動している。
×③モナリザを書いたのは，地動説で有名なレ
オナルド・ダヴィンチである。
×④2016年に行われる東京オリンピックではゴ
ルフと6人制ラグビーが採用される。
×⑤明日のおとといは今日である。
×⑥午後11時は22時である。
×⑦イギリスのオバマ大統領は黒人である。
○⑧日本に原爆が落とされたのは長崎と広島で
ある。
×⑨石川寮選手は大学生のプロゴルファーであ
る。
×⑩今年のプロ野球で優勝したのは原監督率い
る日本ハムファイターズだ。
問題Ｄ（否定問題）
×①万里の長城は中国にはない。
○②石川寮選手は女子プロゴルファーではない。
×③水泳の北島康介選手は，オリンピックで金
メダルをとっていない。
×④現在の政権は民主党ではない。
×⑤桃太郎の家来に犬はいない。
×⑥3+9+8＝20ではない
○⑦地球の周辺を回っている星は火星ではない。
×⑧筑波山は茨城県にはない。
×⑨浦島太郎が助けたのはカメではない。
○⑩モーツアルトは女性音楽家ではない。
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